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１．売掛債権の活用の経緯

Ｈ１７年１０月
動産・債権譲渡特例法施行
⇒ 在庫と将来債権を一体で担保取得可能に

Ｈ１８年１月 売掛債権担保管理システム稼動。（共同開発）

Ｈ１８年４月 ほくよう売掛債権ローン取扱開始。

Ｈ１８年６月 海産物を担保としたＡＢＬを実行。（在庫のみ担保）

売掛債権側

Ｈ１８年９月
野菜と売掛債権を担保としたＡＢＬを開発。
⇒ 新経済成長戦略における第１号ﾓﾃﾞﾙ事業

売掛債権側
から構築
したモデル

Ｈ１９年８月 肉用牛と売掛債権を担保としたＡＢＬを実行。

失敗事例
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２．売掛債権担保管理システム

システムの概要

・売掛債権発生時に顧客から電子データ等で債権明細を受領しシステム登録

・入金口座の明細と登録された債権明細をシステムでチェックし消し込み

システムの概要

・月次で入金明細や未入金明細、売掛先別入金状況履歴等を支店に還元

システム開発の経緯

・システムベンダーから共同開発の提案

・売掛債権流動化システムと併せて開発

３．ほくよう売掛債権ローン

ローンの概要

・売掛債権担保管理システムを活用

・個社別に貸出枠を設定し、掛け目控除後の売掛債権の範囲内で融資

概要

・売掛債権を資金調達に活用できることを顧客にアピール

・売掛債権担保はひも付き融資が主だったため 貸出枠の商品も必要

商品開発の経緯
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４．野菜と売掛債権を担保としたＡＢＬ

開発のきっかけ開発のポイント

・ 日々の売掛金の合計 ≒ 年間売上高
⇒ 計画通り生産できる仕組み作りを検討

・ 販売単価を年間契約しており計画生産可能
開発のきっかけ

『優良取引先の信用を活用でき
ないか』 ～ 継続購入してくれる
ことも信用の 面

開発のポイント

⇒ 計画通り生産できる仕組み作りを検討

１ 担保の目的＝事業継続

ことも信用の一面

スキーム図

生活協同組合コープさっぽろ
販売代金入金指定（管理口座）

新経済成長戦略における第１号ﾓﾃﾞﾙ事業
担保処分が必要な場合、

計画通り最後まで生産を
継続し、予定価格で販売

キ 図

生活協同組合 プさっぽろ

定期的に生産状況報告

融資実行

【農業生産者】

㈲余湖農園

商取引

２ 保証の目的＝規律付け

停止条件による経営者の

＋

・

商工中金

質 権 一
体
と
し
て
担

回収

譲渡担保売掛金（債権）

流動預金（管理口座）

停止条件による経営者の
モチベーション向上

・虚偽報告禁止
・品質維持

販売
担
保
取
得

停止条件付連帯保証

譲渡担保野菜（動産）
・１＋２で、より強固な仕組み

事業計画に基づく融資
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５．肉用牛と売掛債権を担保としたＡＢＬ

取組みのポイント

・ 売掛金と動産に担保権を設定

・ 食品メーカーからスポットで受注ある先 取組みのきっかけ

『農協以外の有力取引
～ 同社への販売シェア ２割

取組みのポイント

・ 売掛金と動産に担保権を設定
～売掛金回収期間が１週間のためシステム管理せず

先がある農業者と取引
をしたい』

・ モニタリングは動産中心

某食品メ カ
販売代金振込（通常口座）

遠隔地取引でもあり、徐々に
コミュニケーション不足に

スキーム図

某食品メーカー

融資実行【農業生産者】

某牧場

商取引

コミュニケ ション不足に

在庫モニタリング拒否

一
担

定期的に在庫担保状況報告

某牧場

回収

譲渡担保

流動預金（通常口座）

売掛金（債権）
食品メーカーとの取引縮小を
把握できず

販売

体
と
し
て

担
保
取
得

譲渡担保

譲渡担保

売掛金（債権）

肉用牛（動産）

代表者の連帯保証

把握できず

売掛債権の管理をしていれ
ば早めに対処できた事例
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